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新発見のポイント！

「すざく」衛星で「新星」から…

1. 過去最高エネルギーのＸ線を検出

2. 非熱的Ｘ線の特徴を初めて発見

3. 宇宙線の起源を担う可能性を提示

「すざく」衛星の特徴を

活かした発見です！

http://eda.plain.isas.jaxa.jp/suzaku_xoops/modules/newbb/download.php?url=/Bamba_Bamba_Aya.ppt.1149042392000



新星

Courtesy NASA/JPL-Caltech. ( http://photojournal.jpl.nasa.gov/archive/PIA09221.mov )
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または

赤色巨星
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① 衝撃波プラズマ
（熱的Ｘ線）

② 加速された粒子
（非熱的Ｘ線）

光球
（可視光）

Courtesy NASA/JPL-Caltech. ( http://photojournal.jpl.nasa.gov/archive/PIA09221.mov )



Courtesy NASA/JPL-Caltech. ( http://photojournal.jpl.nasa.gov/archive/PIA09221.mov )

新星とは

連星系をなす白色矮星の表面に、相手の星から降り
積もるガスが圧縮、加熱されて起きる核融合爆発の事
(「新しい星」が生まれる現象ではありません！)
(「超新星爆発」とも似て非なる現象です！）

 ほとんどの新星は日本の天文家により発見される
 歴史が古く、中国や日本の眼視観測の記録もある*1

 銀河系で1年に30個ほど爆発していると予想される*2

 検出器の性能向上で徐々にＸ線観測が可能となる
 衝撃波プラズマからの熱的Ｘ線は既に発見済み
 非熱的Ｘ線は「すざく」衛星で初めて発見！



「すざく」衛星による観測

ROSAT ALL-Sky X-ray Background Survey (0.73-1.56 keV)

2008年はくちょう座第二新星 (別名: V2491 Cygni)
西山浩一さんと椛島富士夫さんが発見
爆発した直後に「すざく」衛星で観測

http://skyview.gsfc.nasa.gov/cgi-bin/query.pl



新星V2491Cygniの観測結果

７０キロ電子ボルトのＸ線は世界初！



新星V2491Cygniの観測結果

スペクトルの形からはＸ線
の放射起源が推定可能

① 熱的Ｘ線放射では観測
データ(黒い十字)を十分に
説明できない(右図は約1
億度の熱制動放射を仮定)

② スペクトルは平らなべき
乗の形をもつ (F ∝ E-0.1)

= Ｘ線が非熱的な起源で放射されていた証拠
= 新星による加速された粒子の存在を強く示唆

①

②



加速された粒子

日本の「あすか」衛星は、超新星爆発の残骸から非熱
的Ｘ線の痕跡を発見し、粒子が加速された現場を初め
てとらえるという偉業を成し遂げた*3

我々は進化を遂げた「すざく」衛星で、さらに新星から
も同様に非熱的Ｘ線の痕跡を得る事に成功した

= 「あすか」衛星による大発見の再来！

① 白色矮星の表面で水素
の核燃焼に火がついて爆発

（爆発前）
白色
矮星

X線

② 衝撃波が
粒子を加速

③ 加速した粒子からの
Ｘ線を「すざく」衛星で検出

白色
矮星



宇宙線と新星のつながり

地球に大量に降り注ぐ超高エネルギー
放射線(宇宙線)が1912年に発見された*4

未だ起源は大きな謎とされ、現在も活発
に研究が続けられている(どこかに宇宙
線を加速する現場があるはず...)

今回の発見は新星で高エネルギー粒子
加速が起きている事を示した

http://science.nasa.gov/headlines/images/atic/spectrumgif_med.gif

新星も宇宙線の起源を担っている可能性を示唆！！

超新星は50年に1回程度*5 新星は1年に約30回*1



Ａ: どうやら、そうらしい！

「すざく」衛星で「新星」から…
過去最高エネルギーのＸ線を検出
非熱的Ｘ線の特徴を初めて発見
宇宙線の起源を担う可能性を提示

「すざく」衛星による高感度の観測
によりこれらの解釈が可能となった。

今後は、同様の現象が多くの新星
で起きている事を示し、新星で発
生している高エネルギー粒子の総
量を定量的に評価する事が重要と
なる。さらなる発展をめざして観測
を行いたい。

Ｑ: 新星は新たな宇宙線の起源か？
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